
地域密着型金融の取組状況 

（令和２年４月～令和３年３月） 

 

１．基本的な考え方（経営理念） 

当組合は昭和４０年６月の創業以来、医業域信用組合として、組合員である開業医・

勤務医の先生方に対し、相互扶助の精神を基本に、医業経営のアシスタントとなり、

ひいては地域医療の発展に寄与することを経営理念としております。 

２．中期経営計画 

（１）計画期間 

   平成３１年４月１日～令和６年３月３１日（５年間） 

（２）基本となる考え 

  『 医療界のベストバンクを目指す 』 

   強固な財務基盤の確立や顧客基盤の強化・拡大を背景として、先生方に的確かつ迅

速な金融サービスを提供してお客さまの満足度向上を図ることにより、医療界におけ

るベストバンクを目指します。 

（３）計画のコンセプト 

① お客さま第一主義の徹底 

  ② プロ意識の追求 

  ③ イノベーションの創造 

３．令和２年度に実施した取組について 

（１）新型コロナウイルス感染拡大による、患者減少等に伴う運転資金の需要に対して、

富山県の制度融資に加えて、当組合独自の特別融資を発売し、迅速かつ柔軟に対応い

たしました。 

（２）教育資金が多額に上ることもあることから、教育ローンの商品を見直し、団信付き

で５０百万円まで無担保扱いで借入できるようにしました。 

４．組合融資の現状 

（１）融資残高の推移                     (単位：百万円、先) 

 ３１年３月末 ２年３月末 ３年３月末 

残高 ６,０４０ ６,３０７ ６,５４８ 

年間増加額 １８２ ２６７ ２４１ 

利用者数 ２６６ ２６０ ２６１ 

（２）令和２年度組合員貸出利用状況            （単位：件、百万円） 

資金使途 件数 
 

金額 
 

前年比 前年比 

年末・中元・納税 ３６ △１５ １９０ △２４ 

教育資金 ８ ０ ２５ △１３ 

診療所等設備 ４１ △１０ ６４３ △３００ 

運転資金 ３９ ２７ ４５１ ３１９ 

他行肩代わり １ １ １ １ 

合計 １２５ ３ １,３１１ △１７ 

   以上 


